
令和３年 1 月、成瀬家から「御由緒書」（明治２７年）、「売薬行商許可之証」（明治

２０年）、書簡（多数）など近代資料２１９点が磐田市へ寄贈され、歴史文書館へ保管

となりました。これにより、すでに寄贈されている中世、近世文書と合わせ、貴重な資

料群の整理と保存、活用へと進められることになりました。 

 見付の成瀬家は、中世・近世を通して問屋と宿屋を営み、見付宿の有力者でした。

中世の時代、見付は遠江国内の商業・交易の中心であり、見付端城（みつけはじょう）

が築かれていて軍事的にも重要な位置にありました。戦国大名も見付を重視し、問

屋の代表である成瀬家に特権を与えることにより、宿を支配していきました。 

  貴重な文書を含む成瀬家の

中世・近世資料は、これまでも多くの場で紹介されてい

ます。代表的なものは、今川義元の花押（右上部分）の 

ある弘治３年(１５５７）の判物「遠州見付府問屋宿屋并

屋敷等之事」（右写真）で、成瀬弥九郎と奈良治郎左

衛門尉に問屋・宿屋と屋敷を安堵した書状です。 

他に、今川氏真、徳川家康および徳川家などからの

文書があり、計３８７点です。 今回寄贈の資料と合わ

せ、総計６０６点となりました。 

 ４５年間にわたり長く愛されてきた郷土誌『磐南文化』（昭和５２年創刊）を始め、各地区の郷土研究

誌などに研究成果を発表し、地域史研究をリードされてきた方々がこの数年の間に相次いで他界され、お宅

には多くの資料や草稿、書籍などが残されました。 

それらは、古文書や古写真などの貴重な現物資料を含んでいたり、今では失われた各地区の民俗を記録

してあったりします。しかし、遺品整理のおりに廃棄などにより失われることもあるようで、せっかくの資料が今

後に生かされず残念でもあります。 

そのような中で御遺族から連絡をいただき、次の方々の資料が当館へ託されました。 
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飯田恒雄様（長森） ・天竜川の洪水史研究など 

大橋雄司様（池田） ・東海道の紀行文、煙草ほか植物の研究など 

鈴木直之様（天竜） ・光明電気鉄道、中泉地区の研究、文化活動の推進など 

鈴木好直様（西島） ・田原地区の歴史研究など    

門奈幹雄様（豊田） ・豊田地区の民俗、歴史研究など 
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 現在、上記の皆さんの収集資料を保存し、後進の研究に役立てるため、整理作業を進めています。 

 みなさんのお宅にも、もし何か資料が 1 点でも残されていましたら、どうか当館まで御相談ください。 
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令和２年度の第２回運営審議委員会は、コロナウイルス感染予防対策のため、参加者がテーブルを囲む

従来の会議形式を取り止め、文書により意見をいただく形にしました。 

内容は、令和２年１２月３１日現在の、①非現用文書の受入れ選別状況、②資料収蔵件数、③企画展の

実施結果、④レファレンスの利用状況、⑤講師派遣などの各種事業実施状況の報告と令和３年度事業計画

の検討としました。①では公文書収蔵件数４０，７３６件、②では収蔵件数１９５，２８２件、③企画展入場者数

７００人、④では１１４件の利用と主な内容、⑤では交流センター主催講座への講師派遣、巡回展の実施、各

種イベントへの展示協力などを配布文書によって報告しました。 

事業計画では、学制発布 150 年、磐田市の小中一貫校発足を機に、「磐田の近代教育史」に焦点を当て

る第２５回企画展の実施計画について意見をいただきました。 

第２４回企画展「磐田の産業史～磐田の近代を支えた茶・煙草・甘藷切干そして銀行」を、１１月２日（月）

から１２月１８日（金）まで開催しました。開館３３日間で２３６人の方にご来場いただきました。 

また、令和３年１月９日（土）から１７日（日）まで、会場を中央図書館に移して開催しました。開館８日間で４

１３人の方にご入場いただきました。９日（土）には展示会場２階ホールで当館職員による展示解説と小杉達

氏による「磐田の産業を語る」歴史学習会を開催しました。新型コロナウイルス感染予防対策のため、事前に

予約された４０余名の方が参加されました。 

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、来場者数が減少する傾向にありましたが、それぞれの産業に

携わっていた来場者からは、当時の話や昔を懐かしむ声などを聞くことができました。  
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歴史文書館運営審議委員会 

第２４回企画展・歴史学習会 

 当館では、個人や自治会などの

所有資料も収集しています。保存

に迷われていましたら、ご連絡く

ださい。寄贈された資料は“○○

家所蔵文書”として大切に保存

し、皆様の郷土研究や町づくりに

役立つように公開させていただき

ます。


